
会 議 録  

会 議 の 名 称 平成２０年度第１回行田市下水道事業運営審議会  

開 催 日 時  平成２０年５月２９日（木）  

   開会； 午前１０時００分・閉会； 午前１１時５０分  

開 催 場 所  行田市役所２階２０３会議室  

出席者（委員） 

氏 名 

 野口啓造 大河原梅夫 田尻 要 酒巻 和彦 佐々木賢也  

 石塚二郎 堀口信次 宮川圭子 大﨑正二  

 

 

欠席者（委員） 

氏 名 

 萩原 文雄  

事 務 局 
 内田勉都市整備部長 山下進下水道課長 新島主幹  

 岡田主査 桑原主任 新藤主任  

会 議 内 容 

 （１）副会長の選任について  

 （２）行田市下水道使用料の改定について  

 （３）審議会の今後のスケジュールについて  

 （４）その他  

会 議 資 料 

（資料名・概要等）  

 ○平成２０年度 下水道事業運営審議会資料（第１回）  

  

  

そ の 他 必 要 

事 項 

 傍聴者なし  

  



 発 言 者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  
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１開会  

２諮問  

 （「下水道使用料の改定について」の諮問書を副市長が内容を読

み上げ渡す。）  

３挨拶  

 日頃、市民の多くの皆様にご理解をいただきながら、本市の下

水道事業を進めさせていただいている状況である。お蔭様で、

平成１９年度末までの下水道普及率も５１．８％となっており、

約４万５千人の皆様方がご利用できる状況である。市民の快適

な生活環境の実現、水質改善のために計画的な事業の推進およ

び健全な経営を図るべく努力しているところである。しかしな

がら、今日の厳しい下水道の経営状況を見ると一般会計からの

操り出し依存が高まるなか、下水道使用料は平成９年度改定以

来１１年間据え置いている。このようなことから集中改革プラ

ンにも財源確保の観点から、平成２１年度までに使用料の改定

に取り組むことが盛り込まれている。そこで、昨年度ご審議い

ただき策定した「行田市下水道事業中期経営計画」の内容に基

づいた、下水道事業の財政状況、事業計画や財政健全化への実

施に向けて、下水道使用料の適正な算定を図られたく、この審

議会に諮問するものである。  

４諮問の趣旨  

５委員紹介  

 （委員・職員自己紹介。 ) 

６挨拶  

 平成１９年度においては、下水道事業中期経営計画の策定につ

いて貴重なご意見・ご指摘をいただき心から感謝申し上げる。

下水道事業には長い年月と多額の建設費用がかかるわけである

が、先ほど市長より諮問のあったとおり、事業の健全な経営を
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図るために、下水道使用料の改定について今年度皆様にご審議

いただくこととなっている。格段のご協力をお願い申しあげる。

行田市下水道運営審議会条例第６条の規定に基づき、「会長が議

長となる」となっているため議事の進行をお願いする。  

議題６－（１）の「副会長の選任」についてだが、平成１９年

度において佐野委員が副会長を勤めていたが、異動により委員

を辞職している。そこで審議会条例第５条の規定により副会長

の選任を行いたいが、事務局で案等があるか。  

事務局案として、受益者を代表して佐々木賢也氏にお願いした

い。  

事務局より提案があったが、意見等あるか。  

（異議なし）  

異議なしの為、佐々木委員に副会長をお願いする。  

次に議題６－（２）の「行田市下水道使用料の改定」について、

事務局より説明願う。  

「行田市下水道使用料の改定」について説明。  

下水道使用料の改定の趣旨について、要約して説明。  

今の説明に対して、ご質問はあるか。  

今、課長が要約して説明した内容を文書にして欲しい。また、

合流式下水道の問題がでているが、現在、行田市の整備面積と

合流式下水道面積はどのくらいなのか。  

課長が説明した内容については、次回までには文書にする。行

田市の整備面積は８５０ha、合流式下水道面積は４５０ha であ

る。  

受益者負担金・下水道使用料の徴収状況は、どうなっているの

か。  

下水道使用料の収納率は９９％、受益者負担金は９５％である。

下水道使用料の徴収については、水道課に委託しており水道料

金と一緒に収納している。滞納者に対しては給水停止を行って
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いる。給水停止を行っても全額収納できるわけではなく、現在

水道課に対して差押をするよう依頼している。受益者負担金に

ついては、下水道課で徴収しており今年度より差押を行う予定

である。  

収支計画表の維持管理費や建設費のなかには、いくつか項目が

含まれているものがあるのか、あるのならもう少しわかり易い

資料の方がよい。また、他市の状況も考慮したほうがよいので

はないか。  

確かに、維持管理費の中には埼玉県に支払っている維持管理負

担金やポンプ場の維持管理費などが含まれており、建設費には

合流改善の改善事業費などがある。今後、分かり易く説明して

いく必要がある。また、他市の状況も提示していく予定である。

次に、議題７の「審議会の今後のスケジュール」について、事

務局より説明願う。  

今年度の審議会スケジュールについて説明。  

次回の開催日について、６月２７日金曜日の午後１時３０分か

ら水道庁舎会議室での開催でお願いしたい。  

議事が全て終了したので、議長の職を解かせていただく。  

閉会  

 


